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本
テ
キ
ス
ト
は
、
皆
さ
ん
が
無
理
な
く
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
、
か
つ
応
用
力
を
養

成
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。

　

古
典
の
講
は
、
ま
ず
古
典
文
法
を
重
点
的
に
復
習
し
た
後
に
文
章
を
通
し
て
知
識

を
定
着
さ
せ
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
文
の
講
は
、
論
述
的
文
章
と
文
学
的
文
章
を
と
り
上
げ
、
文
章
形
式
に
応
じ

た
解
法
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
が
有
意
義
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
基
本
事
項　
　

各
単
元
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
簡
潔
な
説
明
で
示
し
て
い
ま
す
。

▼
プ
ラ
ス
α　
　

基
本
事
項
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
重
要
事
項
も
示
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
例　
　

題　
　

 

古
典
で
は
基
本
事
項
で
学
ん
だ
作
品
を
、
現
代
文
で
は
各
分
野
の

典
型
的
な
文
章
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
演
習
問
題　
　

 

基
礎
力
の
再
確
認
と
応
用
力
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
古

典
に
関
し
て
は
、
設
問
の
下
に
ヒ
ン
ト
や
重
要
古
語
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

は
じ
め
に

構
成
と
活
用
法

も
く
じ

高
2
国
語

3

現

文
の

文
の
読

付

本
を

習
し

り
上

す
。り

ま野

Sa
mp
le

Sa55
現

タ
ー
し
、
か
つ
応
用
力
を
養

し
、
か
つ
応
用
力

に
文
章
を
通
し
て
知
識

に
文
章
を
通
し
て
知
識

文
章
形
式
に
応
じ

形
式
に
応
じ



2

第
　
　
講
1

古
典
⑴ 

│ 

古
典
文
法
総
合

　
　

名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
文
意
を

取
る
と
き
最
も
重
要
な
語
と
な
る
。

 

　

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
は
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
。
そ
の
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。

①
何
形
に
接
続
し
て
い
る
か
で
、
下
に
来
る
単
語

の
識
別
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

②
助
動
詞
の
活
用
を
覚
え
る
と
き
に
も
動
詞
・
形

容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
の
パ
タ
ー
ン
を
使
う
。

　
　

助
動
詞
を
、
ど
の
活
用
形
の
あ
と
に
来
る
性
質

を
持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
み
る
と
、

助
動
詞
の
意
味
の
傾
向
が
わ
か
り
、
意
味
と
接
続

の
関
係
が
と
ら
え
や
す
く
な
る
。

⑴　
「
る
」「
す
」
は
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
の
未
然

形
に
だ
け
付
く
。
こ
の
二
語
は
、「
ア
段
」
の

語
に
付
く
性
質
を
持
つ
。

⑶　

終
止
形
接
続
の
助
動
詞
は
、
原
則
と
し
て

「
ウ
段
」
の
語
に
付
く
性
質
を
持
つ
。

⑷　

こ
の
「
な
り
」「
ご
と
し
」
は
、「
名
詞
＋
な

り
／
ご
と
し
」「
助
詞
＋
な
り
／
ご
と
し
」
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。

⑸　

サ
変
・
四
段
の
命
令
形
に
接
続
す
る
と
い
う

説
も
あ
る
。
助
動
詞
「
り
」
は
「
エ
段
」
の
語

に
付
く
性
質
を
持
つ
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
助
詞
の
意
味
は
代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
き
ち
ん
と
身
に
付
け
て

お
こ
う
。
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動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用

　
　
　
　

四
段　

鳴
く
・
咲
く
・
待
つ
・
思
ふ
・
読
む
・
知
る 

ナ
ド

　
　
　
　

二
段
（
上
二
／
下
二
）
恋こ

ふ
・
老
ゆ 

ナ
ド
／
覚
ゆ
・
聞
こ
ゆ
・
得う

・
経ふ 

ナ
ド

動
詞
↓　

一
段
（
上
一
／
下
一
）
着
る
・
見
る
・
似
る
・
煮
る
・
射い

る
・
鋳い

る
・
居ゐ

る
・
率ゐ

る
・
干ひ

る 

ナ
ド
／
蹴け

る

　
　
　
　

変
格
（
カ
変
／
サ
変
／
ナ
変
／
ラ
変
）
来く

／
す
・
お
は
す
／
死
ぬ
・
往い

ぬ
／
あ
り
・
居を

り
・
侍は
べ

り
・
い
ま
す
が
り

形
容
詞
↓　

ク
活
用
・
シ
ク
活
用
（
と
も
に
基
本
活
用
と
補
助
活
用
が
あ
る
）

形
容
動
詞
↓　

ナ
リ
活
用
・
タ
リ
活
用
（
そ
れ
ぞ
れ
連
用
形
に
「
│
に
」・「
│
と
」
が
あ
る
）

　
　

接
続
か
ら
見
た
主
要
助
動
詞
の
ま
と
め
（
カ
ッ
コ
内
は
、
そ
の
助
動
詞
の
活
用
の
型
）

 

ず
（
特
殊
型
） 

打
消

 

む
〈
ん
〉（
四
段
型
） 

推
量
・
意
志

 

む
ず
〈
ん
ず
〉（
サ
変
型
） 

推
量
・
意
志

 

じ
（
特
殊
型
） 

打
消
推
量

⑴　
　
　
　

  

＋ 

ま
し
（
特
殊
型
） 
反
実
仮
想　
　
　
　
　
　
　

 
 

ま
ほ
し
（
形
容
詞
型
） 
願
望

 

る
・
ら
る
（
下
二
段
型
） 

受
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可
能

 

す
・
さ
す
・
し
む
（
下
二
段
型
） 

使
役
・
尊
敬

 

き
（
特
殊
型
） 

過
去

 

け
り
（
ラ
変
型
） 

過
去

 

つ
（
下
二
段
型
） 

完
了
・
強
意

⑵　
　
　
　

  

＋ 

ぬ
（
ナ
変
型
） 

完
了
・
強
意　
　
　
　
　
　

 
 

た
り
（
ラ
変
型
） 

完
了
・
存
続

 

け
む
〈
け
ん
〉（
四
段
型
） 

過
去
推
量

 

た
し
（
形
容
詞
型
） 

願
望

 

ら
む
〈
ら
ん
〉（
四
段
型
） 

現
在
推
量

 

べ
し
（
形
容
詞
型
） 

推
量

 

ま
じ
（
形
容
詞
型
） 

打
消
推
量

⑶　

 

終
止
形  

＋ 

め
り
（
ラ
変
型
） 

（
視
覚
に
よ
る
）
推
定
・
婉
曲 

 

な
り
（
ラ
変
型
） 

（
聴
覚
に
よ
る
）
伝
聞
・
推
定

 

ら
し
（
特
殊
型
） 

（
根
拠
の
あ
る
）
推
定

⑷　
　
　
　

  

＋ 

な
り
（
形
容
動
詞
型
） 

断
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

ご
と
し
（
形
容
詞
型
） 

比
況　
　

1

⎫ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ⎭

2

○
主
に
未
来
の
こ
と
・
実
現
し
て
い

な
い
こ
と
・
実
現
し
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
表
す
助
動
詞
。

未
然
形

⎫ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎭

⎫｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭

○
主
に
過
去
の
こ
と
・
実
現
し
た
こ

と
な
ど
を
表
す
助
動
詞
。

連
用
形

⎫ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎭

⎫｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭
○
主
に
確
信
の
強
い
推
量
や
根
拠
の

あ
る
推
定
な
ど
を
表
す
助
動
詞
。

　

＊ 

ラ
変
型
活
用
語
に
は
「
連
体
形

＋
上
記
の
助
動
詞
」
の
形
に
な

る
。

⎫ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

連
体
形

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

○
断
定
や
比
喩
・
例
示
の
助
動
詞
。

⎫｜⎬｜⎭

る
ナ
ド

／
覚
ゆ

ド

似
る

率ゐ

来く

り
・

活
用連

用
カ
ッ打

消量
・・

意量
　

自

こ
と現

し動
詞

こ

｜ ｜｜｜ ｜｜
主
に
確
信
の
強
い
推
量
や
根
拠
の

あ
る
推
定
な
ど
を
表
す
助
動

ラ
変
型
活
用
語
に

記
の Sa

mp
le鋳鋳

る
・
居

る

す
／
死
ぬ
・
往

／
死
ぬ
・
往い

ぬ
／

助
活
用
が
あ
る
）

用
が
あ
る

「
│
に
」・「
│
と
」
が
あ
る

に
」・「
│
と
」
が

、
そ
の
助
動
詞
の
活
用
の

助
動
詞
の

　
　

能

○
主
に
未
来

○
主な

い
こ
と

と
な
ど
を
表

と
な
ど

⎫⎫｜｜ ⎫⎫⎫｜ ｜｜｜ ｜｜｜ ｜｜｜｜ ｜⎬⎬ ｜｜｜ ⎬⎬⎬｜｜ ｜｜｜｜ ｜｜｜｜ ｜｜ ｜⎭ ｜

主
に
過
去
の
こ
と
・
実
現

過
去
の
こ
と
・
実

な
ど
を
表
す
助
動
詞
。

ど
を
表
す
助
動
詞

⎫



3

⑸　

 

サ
変
の
未
然
形

　
　

 

四
段
の
已
然
形　

＋
り
（
ラ
変
型
） 

完
了
・
存
続

　
　

接
続
か
ら
見
た
主
な
助
詞
（
係
助
詞
を
除
く
）

 

ば
（
も
し
〜
な
ら
ば
。
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
）

 

で
（
〜
し
な
い
で
。
打
消
の
接
続
助
詞
）

 

な
む
（
〜
し
て
ほ
し
い
・
〜
し
て
く
れ
る
と
いい
な
あ
。
他
者
への
願
望
を
表
す
終
助
詞
。「
あ
つ
ら
え
の
終
助
詞
」
と
も
）

 

ば
や
（
〜
た
い
な
あ
。
自
己
の
願
望
の
終
助
詞
）

 
て
（
〜
し
て
・
〜
の
状
態
で
。
単
純
な
接
続
・
順
接
の
確
定
条
件
の
接
続
助
詞
）

 
な 
が
ら
（
〜
し
な
が
ら
・
〜
な
が
ら
も
。
二
つ
の
動
作
の
並
行
・
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
。
形
容

詞
・
形
容
動
詞
は
語
幹
に
接
続
）

 

て
し
が
な
（
〜
し
た
い
な
あ
。
自
己
の
願
望
の
終
助
詞
）

 

に
し
が
な
（
〜
し
た
い
な
あ
。
自
己
の
願
望
の
終
助
詞
）

⑶　
　
　
　

  

＋ 

と
・
と
も
（
〜
す
る
と
し
て
も
。
逆
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
。
形
容
詞
・
打
消
「
ず
」
に
は
連
用
形
に
接
続
）

 

が 

（
〜
が
・
〜
で
・
〜
の
。
格
助
詞
／
〜
け
れ
ど
・
〜
の
で
・
〜
す
る
と
。
逆
接
の
確
定
条
件
・
単
純
な
接
続
を

表
す
接
続
助
詞
）

 

を 

・
に
（
〜
を
・
〜
に
。
格
助
詞
／
〜
け
れ
ど
・
〜
す
る
と
。
単
純
な
接
続
・
順
接
の
確
定
条
件
・
逆
接
の
確

定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
）

 

ば
（
〜
の
で
・
〜
か
ら
・
〜
す
る
と
。
順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
）

 

ど
・
ど
も
（
〜
け
れ
ど
・
〜
が
。
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
）

 

か
し
（
〜
よ
。
念
を
押
す
終
助
詞
）

 

よ
（
〜
よ
。
詠
嘆
・
呼
び
か
け
の
終
助
詞
）　

　
　

係
助
詞
（
係
り
結
び
）

 
 

こ
そ 

↓
已
然
形

 

強
意 

ぞ

　

さ
ま
ざ
ま
な
語  

＋ 
 

な
む 

↓
連
体
形

 

疑
問
・
反
語 

や
・
や
は

 
 

か
・
か
は

　
　

注
意
す
る
副
助
詞

・
だ
に　

⑴　

最
小
限
の
限
定
「
せ
め
て
〜
だ
け
で
も
。
〜
だ
け
で
も
」（
最
小
限
の
願
望
や
命
令
の
内
容
を
表
す
）

　
　
　
　

⑵　

類
推
「
〜
さ
え
」（「
Ａ
で
さ
え
〜
だ
、
ま
し
て
Ｂ
は
〜
だ
」
と
、
Ａ
を
と
り
あ
げ
Ｂ
を
類
推
さ
せ
る
）

・
す
ら
＝
類
推
「
〜
さ
え
」（「
だ
に
」
の
類
推
の
用
法
と
ほ
ぼ
同
じ
）

・
さ
へ
＝
添
加
「
〜
ま
で
。
〜
ま
で
も
」（
す
で
に
あ
る
も
の
の
上
に
、
さ
ら
に
他
の
も
の
を
付
け
加
え
る
）

　
　

呼
応
す
る
副
詞

　
「
え
〜
打
消
」〜
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
／「
さ
ら
に
〜
打
消
」
ま
っ
た
く
〜
な
い
／「
い
つ
し
か
〜
願
望
」
早
く
〜
し
た
い
・

し
て
ほ
し
い
／
「
な
〜
そ
」
ど
う
か
〜
し
な
い
で
く
れ 

ナ
ド

⎫｜⎬｜⎭

3⑴　

未
然
形 

＋

⎫ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ⎭

⑵　

連
用
形 

＋

⎫ ｜ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ｜ ⎭

終
止
形

⑷　

連
体
形 

＋

⎫ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ⎭

⑸　

已
然
形 

＋

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

⑹　

文
末 　

＋

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

4

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

⎫ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ⎭

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

5

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

6

⑷　

格
助
詞
「
が
」「
の
」
が
、「
〜
で
」
の
意
味

に
な
る
の
は
同
格
の
用
法
の
と
き
。

⑹　
「
か
し
」「
よ
」
は
、
文
末
に
付
く
の
が
基
本
。

そ
の
た
め
命
令
形
以
外
の
活
用
形
で
終
わ
る
文

末
に
も
付
く
。

　
　

係
助
詞
（
係
り
結
び
）
に
関
す
る
注
意

▽
「
や
は
」「
か
は
」
は
、「
や
」「
か
」
に
他
と
の

区
別
・
強
意
の
係
助
詞
「
は
」
を
加
え
た
連
語
。

▽
強
意
＝
現
代
語
に
対
応
す
る
助
詞
が
な
い
た
め
無

理
に
訳
す
必
要
は
な
い
。
副
詞
「
ま
さ
に
」「
ち
ょ

う
ど
」
な
ど
を
使
っ
て
強
調
を
表
す
時
も
あ
る
。

▽
疑
問
＝
「
〜
か
」
疑
い
・
問
い
か
け

▽
反
語
＝
「
〜
か
、
い
や
〜
で
は
な
い
」
強
い
打
消

の
意
味
（
ま
た
は
、「
〜
な
い
か
、
い
や
〜
す
る
」

と
い
う
強
い
肯
定
の
意
味
）
が
加
わ
る
用
法
。
的

確
に
文
意
を
つ
か
む
こ
と
が
大
事
。

▽
結
び
の
省
略
＝
結
び
に
当
た
る
箇
所
が
省
略
さ
れ

て
い
る
場
合
を
い
う
。

▽
結
び
の
流
れ
（
消
去
・
消
失
と
も
）
＝
係
り
結
び

が
成
立
し
て
い
な
い
場
合
を
い
う
。

　
　

副
助
詞
は
、
特
別
な
意
味
を
添
え
る
の
で
解
釈

の
と
き
重
要
に
な
る
。
お
よ
そ
の
程
度
や
限
定
の

意
味
を
添
え
る
「
ば
か
り
」「
の
み
」
も
副
助
詞
。

ま
た
、
識
別
で
間
違
っ
て
は
な
ら
な
い
語
と
し
て
、

上
の
語
を
強
め
る
強
意
の
「
し
」「
し
も
」（
こ
れ

は
無
理
に
訳
さ
な
く
て
も
よ
い
助
詞
）
な
ど
が
あ

る
。

　
　

呼
応
の
副
詞
は
特
別
な
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
確
実
に
訳
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
。

456

あ
。
他
者
への
願
望
を
表

の
終
助
詞

単
純
な
接
続
・
順
接
の
確
定
条
件
の
接

な
が
ら
も
。
二
つ
の
動
作
の
並
行
・
逆
接
の
確
定

接
続自自

己の
仮
定
条
件
を
表
す
接
続
助
詞
。
形
容
詞
・
打
消
「

〜
け
れ
ど
・
〜
の
で
・
〜
す
る
と
。
逆
接
の
確
定
条

れ
ど
・
〜
す
る
と
。
単
純
な
接
続
・
順
接
の
確
定

確条
件

や
命あげ

Ｂ
を
類
推
さ
せ
る
）

け
加
え
る
） Sa

mp
le定

条

の
並
行
・
逆

の
並
行

望
の
終
助
詞
）

終
助
詞
）

の
終
助
詞
）

助
詞
）

件
を
表
す
接
続
助
詞
。
形
容
詞

す
接
続
助
詞
。
形

〜
の
で
・
〜
す
る
と
。
逆
接

〜
の
で
・
〜
す
る
と
。
逆
接

る
と
。
単
純
な
接
続
・
順
接

単
純
な
接
続
・

を
表
す
接
続
助
詞
）

す
接
続
助
詞
）

接
続
助
詞
）

助
詞
）
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次
の
各
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

⑴　

男
は
、「
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
」
と
思
ふ
。（「
伊
勢
物
語
」）

⑵　

な
げ
き
つ
つ
一
人
寝
夜
（「
蜻
蛉
日
記
」）

⑶　

待
つ
人
は
さ
は
り
あ
り
て
、
頼
め
ぬ
人
は
来き
た

り
、
頼
み
た
る
方
の
事
は
違
ひ
て
、
思
ひ
よ
ら
ぬ
道
ば
か
り
は
か
な
ひ
ぬ
。

 

（「
徒
然
草
」）

問　

傍
線
部
Ａ
〜
Ｄ
に
関
し
て
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

　
　

Ａ　

活
用
さ
せ
、
ひ
ら
が
な
で
答
え
よ
。

　
　

Ｂ　

平
安
時
代
の
文
法
に
の
っ
と
っ
た
適
切
な
形
に
直
し
、
ひ
ら
が
な
で
答
え
よ
。

　
　

Ｃ　

傍
線
部
に
含
ま
れ
る
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
。
ま
た
、
傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

　
　

Ｄ　

傍
線
部
に
含
ま
れ
る
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
。

Ａ　
　

  　
　

・　

  　
　

・　

  　
　

・　
　

  　

・　

  　
　

・  　
　
　
　　
　

Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　

 

　
　
　

　
　
　

Ｄ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　

次
の
【
Ⅰ
】
〜
【
Ⅲ
】
は
「
枕
草
子
」
の
い
く
つ
か
の
章
段
の
う
ち
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
、
後

の
設
問
に
答
え
よ
。

　
【
Ⅰ
】 　

あ
は
れ
な
る
こ
と
な
ど
、
人
の
言
ひ
出
で
、
う
ち
泣
き
な
ど
す
る
に
、
げ
に
い
と
あ
は
れ
な
り
な
ど
聞
き
な
が
ら
、

涙
の
つ
と
出
で
来
ぬ
、
い
と

Ａ

。
泣
き
顔
つ
く
り
、
け
し
き
異こ
と

に
な
せ
ど
、
い
と
か
ひ
な
し
。
め
で
た
き
こ
と

を
見
聞
く
に
は
、
ま
づ
た
だ
出
で
来き

に
ぞ
出
で
来
る
。

　
【
Ⅱ
】 　

を
か
し
げ
な
る
児ち
ご

の
、
あ
か
ら
さ
ま
に
い
だ
き
て
遊
ば
し
う
つ
く
し
む
ほ
ど
に
、か
い
つ
き
て
寝
た
る
、い
と

Ｂ

。

　
【
Ⅲ
】 　

遠
き
所
は
さ
ら
な
り
、
お
な
じ
都
の
う
ち
な
が
ら
も
隔
た
り
て
、
身
に
や
む
ご
と
な
く
思
ふ
人
の
な
や
む
を
聞
き
て
、

い
か
に
い
か
に
と
、
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
と
を
な
げ
く
に
、
お
こ
た
り
た
る
よ
し
、
消せ
う

息そ
こ

聞
く
も
、
い
と

Ｃ

。

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

⎣――⎡

⎣――⎡
⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

2

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

　
　▽

「
得う

」「
経ふ

」「
寝ぬ

」「
来く

」「
す
」
は
、
終
止
形
が

単
音
節
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

▽
「
立
つ
」「
頼
む
」
な
ど
の
よ
う
に
終
止
形
は
同

じ
で
も
、
四
段
活
用
と
下
二
段
活
用
の
二
つ
の
活

用
を
持
つ
語
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
違
う
。

　

●
立
つ　

四
段　
　

立
つ
（
自
動
詞
）

　
　
　
　
　

下
二
段　

立
て
る
（
他
動
詞
）

　

●
慰
む　

四
段　
　

和な
ご

む
・
ホ
ッ
と
す
る（
自
動
詞
）

　
　
　
　
　

下
二
段　

和
ま
せ
る
（
他
動
詞
）

　
　
　
　
　

四
段　
　

生
き
る
（
自
動
詞
）

　

●
生
く　

上
二
段　

　
　
　
　
　

下
二
段　

生
か
す
（
他
動
詞
）

　

中
で
も
「
頼
む
」
の
下
二
段
は
特
殊
な
意
味
。

　

●
頼
む　

四
段　
　

あ
て
に
す
る
（
他
動
詞
）

　
　
　
　
　

下
二
段　

あ
て
に
さ
せ
る
（
他
動
詞
）

　
　◇

つ
と
＝
さ
っ
と
。
す
ぐ
に
。

◇
出
で
来
に
ぞ
出
で
来
る
＝
現
代
語
の
「
泣
き
に
泣

く
」
と
同
じ
語
法
。
同
じ
動
詞
を
「
に
」
で
重
ね
、

「
ひ
ど
く
〜
す
る
」「
た
い
そ
う
〜
す
る
」
の
意
と

な
る
。

◇
う
つ
く
し
む
＝
「
愛
し
む
」
で
、
か
わ
い
が
る
。

◇
か
い
つ
き
て
＝
し
が
み
つ
い
て
。

◇
な
や
む
＝
具
合
が
悪
く
な
る
。
病
気
に
な
る
。

問
一　

副
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
な
ど
の
意
味
。

1

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

⎫｜⎬｜⎭

⎫ ｜ ⎬ ｜ ⎭

2重
要
古
語

語
」）

は
来き

思
ひ

よ
。

直
しよ

。。
　

抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
、
後

に
い

い

き
て
寝
た
る Sa

mp
le

る
方
の
事
は
違
ひ
て

方
の
事
は
違

ら
が
な
で
答
え
よ
。

ら
が
な
で
答
え
よ
。

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ

線
部
を
現
代
語

　

　

Sa
Ｂ　
　
　
　
　

　
　

た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
読
ん

の
で
あ
る
。
よ
く

れ
な
り
な
ど
聞
き
な

れ
な
り
な
ど
聞
き

ひ
な
し

⎣――⎡ ⎣――⎡　　　

⎣――⎡⎣――

②
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①　
「
げ
に
」
は
副
詞
で
「
実
に
」
と
も
書
く
。

　

②　
「
め
で
た
し
」
は
古
今
異
義
語
。

　

③　
「
…
…
げ
な
る
」
の
形
は
形
容
動
詞
の
特
徴
。

　

④　
「
あ
か
ら
さ
ま
に
」
は
形
容
動
詞
「
あ
か
ら

さ
ま
な
り
」
の
連
用
形
。

　

⑤　
「
さ
ら
な
り
」
で
「
言
ふ
も
さ
ら
な
り
」
の

意
味
に
な
る
。

　

⑥　
「
お
ぼ
つ
か
な
し
」
の
「
お
ぼ
」
は
、「
お
ぼ

ろ
月
夜
」
の
「
お
ぼ
」
と
同
語
源
。

　

⑦　

動
詞
「
お
こ
た
る
」
は
、
病
気
に
関
し
て
使

う
と
き
意
外
な
意
味
と
な
る
。

問
二　

形
容
詞
の
空
欄
補
充
問
題
。

　

Ａ　
「
涙
が
さ
っ
と
出
て
こ
な
い
」
こ
と
が
、「
い

と

Ａ

」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

　

Ｂ　
「
を
か
し
げ
な
る
児
」
が
「
し
が
み
つ
い
て

寝
た
」
の
が
、「
い
と

Ｂ

」
と
言
う
の
で

あ
る
。

　

Ｃ　
「
病
人
が
、『
お
こ
た
り
た
る
』
こ
と
を
手
紙

で
聞
い
た
の
も
『
い
と

Ｃ

』」
と
言
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

　
　

　

基
本
助
動
詞
の
意
味
。

⑴　
「
ら
む
」
の
基
本
の
意
味
を
考
え
る
。

⑵　

連
用
形
接
続
の
「
ぬ
」
は
完
了
の
意
味
を
表

す
。

⑶　

終
止
形
接
続
の
「
め
り
」「
な
り
」
は
推
定

の
意
味
を
表
す
。

⑷　
「
べ
し
」
は
確
信
の
強
い
推
量
の
意
を
表
す
。

⑸　
「
ま
じ
」
は
「
べ
し
」
に
打
消
の
意
味
を
加

え
た
打
消
推
量
の
意
味
に
な
る
。

3

問
一 　

傍
線
部
①
〜
⑦
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
下
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
よ
。

①　

げ
に 

ア　

非
常
に 

イ　

本
当
は 

ウ　

な
る
ほ
ど

 

エ　

現
実
に 

オ　

お
そ
ら
く

②　

め
で
た
き 

ア　

祝
福
す
る
べ
き 

イ　

心
苦
し
い 

ウ　

悲
し
い

 

エ　

意
外
な 

オ　

素
晴
ら
し
い

③　

を
か
し
げ
な
る 

ア　

変
な
様
子
の 

イ　

趣
の
あ
る 

ウ　

お
と
な
し
い

 

エ　

か
わ
い
い
様
子
の 

オ　

や
ん
ち
ゃ
そ
う
な

④　

あ
か
ら
さ
ま
に 

ア　

ち
ょ
っ
と 

イ　

得
意
げ
に 

ウ　

し
っ
か
り
と

 
エ　

人
前
で 

オ　

ゆ
っ
た
り
と

⑤　

さ
ら
な
り 
ア　

言
う
ま
で
も
な
い 

イ　

仕
方
が
な
い
が 

ウ　

別
と
し
て

 

エ　

そ
う
で
も
な
い
が 

オ　

言
い
よ
う
も
な
い

⑥　

お
ぼ
つ
か
な
き 

ア　

あ
て
に
な
ら
ぬ 

イ　

気
が
か
り
な 

ウ　

取
る
に
足
り
な
い

 

エ　

ど
う
し
よ
う
も
な
い 

オ　

気
の
毒
な

⑦　

お
こ
た
り
た
る 

ア　

怒
っ
て
い
る 

イ　

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た 

ウ　

お
わ
び
を
言
っ
た

 

エ　

快か
い

癒ゆ

し
た 

オ　

怠
け
て
い
る

　

①　
　
　
　
　
　
　　
　

②　
　
　
　
　
　
　　
　

③　
　
　
　
　
　
　　
　

④　
　
　
　
　
　
　　
　

⑤　
　
　
　
　
　
　

　

⑥　
　
　
　
　
　
　　
　

⑦　
　
　
　
　
　
　　
　

問
二 　

Ａ

〜

Ｃ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
よ
。

　
　

ア　

ゆ
か
し　
　

イ　

う
れ
し　
　

ウ　

は
し
た
な
し　
　

エ　

ら
う
た
し　
　

オ　

心
に
く
し

Ａ　
　
　
　
　
　
　　
　

Ｂ　
　
　
　
　
　
　　
　

Ｃ　
　
　
　
　
　
　

　
　

次
の
各
文
⑴
〜
⑸
の
現
代
語
訳
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

　

⑴　

花
咲
く
ら
む
。　
　

⑵　

花
咲
き
ぬ
。　
　

⑶　

花
咲
く
め
り
。　
　

⑷　

花
咲
く
べ
し
。　
　

⑸　

花
咲
く
ま
じ
。

　
　

ア　

花
は
咲
く
に
ち
が
い
な
い
。　
　

イ　

花
は
今
頃
咲
い
て
い
る
だ
ろ
う
。　
　

ウ　

花
が
咲
い
た
。

　
　

エ　

花
は
咲
か
な
い
だ
ろ
う
。　
　
　

オ　

花
が
咲
く
よ
う
に
見
え
る
。

　

⑴　
　
　
　
　
　
　　
　

⑵　
　
　
　
　
　
　　
　

⑶　
　
　
　
　
　
　　
　

⑷　
　
　
　
　
　
　　
　

⑸　
　
　
　
　
　
　

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

3

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

⎣――⎡

く

心
苦
し

オ

様
子

い

ウ

取
る

オイ

び
を

怠
　

オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号

オ　
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

し
。

花
咲

が
咲
い
た am

ple
ん
ち
ゃ
そ
う

ん
ち
ゃ
そ

イ

得
意
げ
に

得
意
げ
に

オ

ゆ
っ
た
り
と

ゆ
っ
た
り
と

仕
方
が
な
い
が

が
な
い
が

言
い
よ
う
も
な
い

言
い
よ
う
も
な
い

が
か
り
な
り
な

毒
なっ

て
し
ま
っ
た

ま
っ
た

ウ

る
④　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

⑤Sa
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び

れ
ぞ
れ
一
つ

に
く
し
く
し　　

ＣＣ

⎣――⎡

⎣――⎡ ⎣――⎡　⎣――⎡ ⎣――　

―⎡
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

　

仁に
ん

和な

寺じ

に
あ
る
法
師
、
年
寄
る
ま
で
石い
は

清し

水み
ず

を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
心
憂
く
お
ぼ
え
て
、
あ
る
時
思
ひ
立
ち
て
、
た
だ
一
人

徒か

歩ち

よ
り
詣
で
け
り
。
極
楽
寺
・
高か
う

良ら

な
ど
を
拝
み
て
、
か
ば
か
り
と
心
得
て
帰
り
に
け
り
。
さ
て
、
か
た
へ
の
人
に
あ
ひ
て
、

「
年
ご
ろ
思
ひ
つ
る
こ
と
果
た
し
侍
り
ぬ
。
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て
尊
く
こ
そ
お
は
し
け
り
。
そ
も
、
参
り
た
る
人
ご
と
に
山
へ

登
り
し
は
、
何
ご
と
か
あ
り
け
ん
、
ゆ
か
し
か
り  

き  

ど
、
神
へ
参
る
こ
そ
本ほ

意い

な
れ
と
思
ひ
て
、
山
ま
で
は
見
ず
」
と
ぞ

言
ひ
け
り
。 

（「
徒
然
草
」）

（
注
）
○ 

石
清
水
＝
京
都
府
八や

わ
た幡

市
の
男
山
の
頂
上
に
あ
る
石
清
水
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

。
付
属
の
寺
社
で
あ
る
「
極
楽
寺
」「
高
良
」
は
、
男
山
の
麓
に
あ
っ
た
。

問
一　

Ａ
〜
Ｃ
の
助
動
詞
の
正
し
い
活
用
形
を
記
せ
。

Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
二　

傍
線
部
ａ
〜
ｄ
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
そ
の
終
止
形
と
文
中
で
の
活
用
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

ａ　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　　
　

ｂ　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　　
　

ｄ　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　

問
三 　

傍
線
部
ｅ
「
ず
」
と
同
じ
助
動
詞
が
、
本
文
中
に
も
う
一
つ
別
の
活
用
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
、
そ
の

助
動
詞
を
含
む
一
文
節
で
抜
き
出
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

問
四　

波
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

1

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

Ａ

Ｂ

ｅ

Ｃ

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

　
　問

一　

下
の
語
が
ど
う
い
う
接
続
を
す
る
語
か
を
考

え
る
。
ま
た
係
り
結
び
に
も
注
意
す
る
こ
と
。

　

Ａ　

文
末
に
あ
る
が
、
係
助
詞
の
有
無
に
も
注
意
。

　

Ｂ　

接
続
助
詞
「
ど
」
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
か

ら
考
え
る
。

　

Ｃ　

こ
れ
も
文
末
に
あ
る
が
、
係
助
詞
の
有
無
に

も
注
意
す
る
。

問
二　

下
に
ど
の
よ
う
な
語
が
来
て
い
る
か
を
検
討

す
る
。

　
ａ　

助
動
詞
「
け
り
」
は
何
形
に
接
続
す
る
か
。

　

ｂ　

形
式
名
詞
「
こ
と
」
の
上
は
何
形
に
な
る
か
。

　
ｃ　

文
末
に
あ
る
こ
と
に
注
目
。

　

ｄ　

下
の
「
に
」
は
格
助
詞
。

問
三　
「
ず
」
は
未
然
形
接
続
。
本
活
用
だ
け
で
な

く
補
助
活
用
も
あ
る
点
に
注
意
。
意
味
は
打
消

「
〜
な
い
」。

問
四　
「
か
」「
け
ん
」
に
注
意
し
て
訳
す
。
こ
の
箇

所
は
挿
入
句
。

　
　

　
「
め
り
」
の
訳
と
「
な
り
」
の
識
別
。

12

5

れ
ば
、
心
憂
く
お
ぼ
え

て
、
か
ば
か
り
と
心
得
て
帰
り
に
け
り

し

そ
ひ
て

は

き

八は
ち

幡ま

Ｂ
活
用

　
い
ら

　

⎣―――

⎣―

Sa
mp
le帰

く
こ
そ
お
は
し

く
こ
そ
お
は

神
へ
参参
るる
ここ
そそ
本本ほほ

意い

な
れ
と

属
の
寺
社
で
あ
る
「
極
楽
寺
」「

社
で
あ
る
「
極
楽
寺
」

　
　
　
　
　

　
　　

ＣＣ　
　

そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

け

S
　
　
　
　

　

・・　
　
　
　

　

　
　
　

・・　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

い
る
。
そ
の
部
分

い
る
。
そ
の

Ａ
⎣―――⎡⎡　

⎣―――
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①　
「
め
り
」
の
意
味
に
注
意
す
る
。

　

②　
「
な
る
」
の
上
の
「
す
」
が
サ
変
動
詞
の
何

形
か
を
考
え
る
と
よ
い
。

　

③　
「
な
り
」
の
上
の
「
す
る
」
が
何
形
か
を
考

え
る
と
よ
い
。

　
　◇

錦
＝
あ
る
光
景
を
錦
の
織
物
に
見
立
て
た
表
現
。

「
中
」
は
真
ん
中
の
意
。

◇
ま
ぎ
れ
＝
心
を
そ
ち
ら
に
奪
わ
れ
る
こ
と
。

◇
か
た
か
ら
め
＝
「
か
た
か
ら
」
は
形
容
詞
「
か
た

し
（
＝
難
し
）」
の
未
然
形
。

◇
い
と
ほ
し
く
＝
気
の
毒
で
。

◇
あ
た
ら
し
く
＝
も
っ
た
い
な
く
。

⑴　
「
ざ
ら
」
は
助
動
詞
「
ず
」
の
何
形
か
。

⑵　
「
絶
え
」
は
未
然
形
・
連
用
形
が
同
型
。
意

味
か
ら
識
別
す
る
。

⑶　
「
乱
れ
」
は
未
然
形
・
連
用
形
が
同
型
。
意

味
か
ら
識
別
す
る
。

⑷　
「
死
」
＋
「
な
む
」
か
、「
死
な
」
＋
「
む
」

か
。

⑸　
「
あ
た
ら
し
く
」
は
形
容
詞
の
連
用
形
だ
が
、

基
本
活
用
で
あ
る
。

ア　
「
咲
か
」
が
未
然
形
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
な
む
」
を
識
別
す
る
。

イ　
「
咲
き
」
が
連
用
形
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
な
む
」
を
識
別
す
る
。

ウ　
「
な
む
」
の
上
が
名
詞
で
あ
る
こ
と
に
注

目
し
て
識
別
す
る
。

3重
要
古
語

　
　

次
の
Ａ
・
Ｂ
の
傍
線
部
①
〜
③
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

　

Ａ　

山
か
げ
の
く
ら
が
り
た
る
所
を
見
れ
ば
、
蛍
は
お
ど
ろ
く
ま
で
照
ら
す
め
り
。　
（「
蜻
蛉
日
記
」）

　

Ｂ　

男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。　
（「
土
佐
日
記
」）

　
　
　
　
　

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

②　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

 

　
　

次
の
⑴
〜
⑸
の
「
な
む
」
は
、
後
の
ア
〜
ウ
の
「
な
む
」
の
ど
れ
と
文
法
的
に
対
応
す
る
か
。
ア
〜
ウ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
該
当
す
る
も
の
が
な
い
場
合
は
、
エ
と
記
せ
。

⑴　

こ
と
し
よ
り
春
知
り
そ
む
る
桜
花
散
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
ら
は
ざ
ら
な
む

⑵　

竜
田
川
も
み
ぢ
乱
れ
て
流
る
め
り
渡
ら
ば
錦
に
し
き

中
や
絶
え
な
む

⑶　

山
風
に
桜
吹
き
ま
き
乱
れ
な
む
花
の
ま
ぎ
れ
に
君
と
ま
る
べ
く

⑷　

こ
と
さ
ら
に
死
な
む
こ
と
こ
そ
か
た
か
ら
め
生
き
て
か
ひ
な
く
も
の
を
思
ふ
身
の

⑸　

若
く
て
失
せ
に
し
、
い
と
ほ
し
く
あ
た
ら
し
く
な
む
。

　
　

ア　

花
咲
か
な
む
。

　
　

イ　

花
咲
き
な
む
。

　
　

ウ　

花
な
む
咲
く
。

⑴　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

⑵　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

⑶　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

⑸　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

①

②

③

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

3

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

⎣―――⎡

　

　

「
なす

る
は
なな

む
く

も
の

（「
土

。
ア

　

　
　
　
　
　
　
⎣―

―⎡

⎣――

Sa
mp
lep
ど
れ
と
文
法
的
に
対
応
す

文
法
的
に
対

な
い
場
合
は
、
エ
と
記
せ

な
い
場
合
は
、
エ
と
記

ざ
ら
な
む
な
む

身
の

⑶
―⎡―⎡


